
~「放置艇解消のための基本方針」に基づく「放置艇解消のための基本方針」に基づく「放置艇解消のための基本方針」に基づく「放置艇解消のための基本方針」に基づく
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☆Ｒ４年度までに全県に禁止区域を指定☆Ｒ４年度までに全県に禁止区域を指定☆Ｒ４年度までに全県に禁止区域を指定☆Ｒ４年度までに全県に禁止区域を指定

☆放置艇約☆放置艇約☆放置艇約☆放置艇約1111００００,,,,７７７７00000000隻隻隻隻 マリーナ等の「マリーナ等の「マリーナ等の「マリーナ等の「正規正規正規正規保管施設」又は新たに設ける「小型船舶用泊地」へ収容保管施設」又は新たに設ける「小型船舶用泊地」へ収容保管施設」又は新たに設ける「小型船舶用泊地」へ収容保管施設」又は新たに設ける「小型船舶用泊地」へ収容

廃船廃船廃船廃船処理処理処理処理を促進を促進を促進を促進

広島市

呉市

三原市

尾道市

竹原市

廿日市市

県中央地域

福山市

☆新たな放置艇を生じさせないための抜本的な対策☆新たな放置艇を生じさせないための抜本的な対策☆新たな放置艇を生じさせないための抜本的な対策☆新たな放置艇を生じさせないための抜本的な対策 ⇒⇒⇒⇒ 保管場所の義務付け制度の創設を検討保管場所の義務付け制度の創設を検討保管場所の義務付け制度の創設を検討保管場所の義務付け制度の創設を検討

目標目標目標目標

県西部地域

尾道糸崎港地域

福山港地域

広島湾地域

県東部地域

東広島市

大崎上島町

江田島市

大竹市

((((うちうちうちうち 523523523523隻隻隻隻))))

(4,620(4,620(4,620(4,620隻隻隻隻))))

(4,314(4,314(4,314(4,314隻隻隻隻))))

((((873873873873隻隻隻隻))))

(880(880(880(880隻隻隻隻))))
廿日市廿日市廿日市廿日市BPBPBPBP 横田横田横田横田SSSSSSSS

BPBPBPBP福山福山福山福山五日市五日市五日市五日市PBSPBSPBSPBS五日市五日市五日市五日市FAFAFAFA BPBPBPBP広島広島広島広島 坂坂坂坂PBSPBSPBSPBS観音ﾏﾘｰﾅ観音ﾏﾘｰﾅ観音ﾏﾘｰﾅ観音ﾏﾘｰﾅ
係留施設の整備と禁止区域の指定係留施設の整備と禁止区域の指定係留施設の整備と禁止区域の指定係留施設の整備と禁止区域の指定

マリーナ・ボートパークへマリーナ・ボートパークへマリーナ・ボートパークへマリーナ・ボートパークへ収容収容収容収容

小型船舶用泊地の設置と禁止区域の指定小型船舶用泊地の設置と禁止区域の指定小型船舶用泊地の設置と禁止区域の指定小型船舶用泊地の設置と禁止区域の指定

現存放置艇を許可艇へと現存放置艇を許可艇へと現存放置艇を許可艇へと現存放置艇を許可艇へと切り替え切り替え切り替え切り替え

今後の放置艇対策の展開イメージ

都市部都市部都市部都市部

地方部地方部地方部地方部

広島市

((((うちうちうちうち 1,3361,3361,3361,336隻隻隻隻))))
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現 状／広島県の取組

■■■■ 本県本県本県本県のののの放置艇対策放置艇対策放置艇対策放置艇対策のののの取組状況取組状況取組状況取組状況

・ 平成９年度 プレジャーボートの係留保管の適正化に関する条例制定

施設整備と係留規制を両輪とする放置艇対策を推進

県内放置艇数県内放置艇数県内放置艇数県内放置艇数 ＨＨＨＨ８８８８年度年度年度年度 約約約約17,00017,00017,00017,000隻隻隻隻 →→→→ ＨＨＨＨ30303030年度年度年度年度 約約約約10,70010,70010,70010,700隻隻隻隻

・ 平成29年度末「放置艇解消放置艇解消放置艇解消放置艇解消のためののためののためののための基本方針基本方針基本方針基本方針」策定（Ｒ（Ｒ（Ｒ（Ｒ４４４４年度末解消目標年度末解消目標年度末解消目標年度末解消目標））））

ＨＨＨＨ30 Ｒ元Ｒ元Ｒ元Ｒ元 Ｒ２Ｒ２Ｒ２Ｒ２ Ｒ３Ｒ３Ｒ３Ｒ３ Ｒ４Ｒ４Ｒ４Ｒ４

放置艇の実態調査

地区別実施計画の作成

条例改正・使用料新設主に都市部 係留保管施設の整備

禁止区域の指定・撤去指導主に地方部 小型船舶用泊地の指定・係留許可

禁止区域の指定・撤去指導

廃 船 処 理
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艇
放
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艇

放
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艇
放

置
艇
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○○○○ プレジャーボート所有者への保管場所確保の義務付けプレジャーボート所有者への保管場所確保の義務付けプレジャーボート所有者への保管場所確保の義務付けプレジャーボート所有者への保管場所確保の義務付け

小型船舶の登録等に関する法律（以下「小型船舶登録法」という。）等の一

部改正を行い，小型船舶の登録の際，船籍港（通常保管する場所の市区町

村名）だけでなく，具体的具体的具体的具体的なななな係留場所係留場所係留場所係留場所もももも登録登録登録登録し，かつ，登録申請時には，係留係留係留係留

場所場所場所場所のののの証明書証明書証明書証明書のののの添付添付添付添付を義務付ける制度に改めること。

期待する法制化の内容

保管場所確保の義務化に関する法制化について

小型船舶登録法小型船舶登録法小型船舶登録法小型船舶登録法（（（（抜粋抜粋抜粋抜粋））））（登録の一般的効力）第３条 小型船舶は，小型船舶登録原簿（以下「原簿」という。）に登録を受けたものでなければ，これを航行の用に供してはならない。（以下略）（新規登録及び測度）第６条 登録を受けていない小型船舶の登録（以下「新規登録」という。）を受けようとする場合には，その所有者は，国土交通大臣に対し，新規登録の申請をし，かつ，当該船舶を提示しなければならない。２ 国土交通大臣は，前項の申請があった場合には，（中略）次に掲げる事項及び（中略）船舶番号を原簿に記載することによって新規登録を行わなければならない。⑴ 船舶の種類 ⑵ 船籍港 ⑶ 船舶の長さ，幅及び深さ ⑷ 総トン数 ⑸ 船体識別番号 ⑹ 推進機関を有するものにあっては，その種類及び形式 ⑺ 所有者の氏名又は名称及び住所 ⑻ 登録年月日
小型船舶小型船舶小型船舶小型船舶登録規則登録規則登録規則登録規則（（（（抜粋抜粋抜粋抜粋））））（定義）第１条 （中略）２ この省令において「船籍港」とは，小型船舶を通常保管する場所が所在する市町村（特別区を含む。）の名称をいう。
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□□□□ プレジャーボートとプレジャーボートとプレジャーボートとプレジャーボートと自動車自動車自動車自動車のののの登録登録登録登録のののの比較比較比較比較

□□□□ 一部改正一部改正一部改正一部改正をををを要要要要するするするする法令該当箇所法令該当箇所法令該当箇所法令該当箇所

保管場所確保の義務化に関する法制化について

プレジャーボートプレジャーボートプレジャーボートプレジャーボート 自 動 車自 動 車自 動 車自 動 車

保管場所の

登録の仕方

通常保管する場所がある市区町

村を「船籍港」として登録

保管場所は登録項目ではないが，

登録時に車庫証明書を添付

添付書類 無し 警察発行の車庫証明書

登録先 国（小型船舶検査機構が代行） 国（運輸支局）

根拠規定

小型船舶登録法第３条・第６条

小型船舶登録規則第１条第２項

道路運送車両法第４条・第７条

自動車の保管場所の確保等に関

する法律第４条

第６条第１項第６条第２項第２号の２第８条第１項第３号の２第９条第１項第４号 （第９条第１項に第４号を加える。） 　四　保管場所の確保を証する書面
◆ 小型船舶登録法◆ 小型船舶登録法◆ 小型船舶登録法◆ 小型船舶登録法
◆ 小型船舶登録令◆ 小型船舶登録令◆ 小型船舶登録令◆ 小型船舶登録令 改　　正　　前 改　　正　　後（第３号の次に第３号の２を加える。） 　三の二　保管場所

　登録を受けていない小型船舶の登録（以下「新規登録」という。）を受けようとする場合には，その所有者は，国土交通大臣に対し，新規登録の申請をし，かつ，当該船舶を提示しなければならない。 　登録を受けていない小型船舶の登録（以下「新規登録」という。）を受けようとする場合には，その所有者は，当該船舶の保管場所を確保の上，国土交通大臣に対し，新規登録の申請をし，かつ，当該船舶を提示しなければならない。改　　正　　前 改　　正　　後（第２号の次に第２号の２を加える。） 　二の二　保管場所（所在地，係留保管施設名，係留権原取得水域その他の小型船舶を通常　　　　　保管する場所が特定できる情報）
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課 題

保管場所確保の義務化に関する法制化について

※※※※ この場合の課題この場合の課題この場合の課題この場合の課題

県条例によって県独自の制度を先行実施していく場合，プレジャーボート所有者に

小型船舶登録法の規定に基づく登録義務の他に，県独自の登録義務を二重に課すよ

うになることや県の行政負担が増えることになる。

8

【【【【課題１課題１課題１課題１】】】】

現存の放置艇を収容することができる現存の放置艇を収容することができる現存の放置艇を収容することができる現存の放置艇を収容することができる

係留保管施設又は係留保管場所を確保係留保管施設又は係留保管場所を確保係留保管施設又は係留保管場所を確保係留保管施設又は係留保管場所を確保

しなければ，保管場所確保の義務付け制しなければ，保管場所確保の義務付け制しなければ，保管場所確保の義務付け制しなければ，保管場所確保の義務付け制

度の実効性が伴わない。度の実効性が伴わない。度の実効性が伴わない。度の実効性が伴わない。

【【【【課題２課題２課題２課題２】】】】

全国的に放置艇対策が遅れている状況全国的に放置艇対策が遅れている状況全国的に放置艇対策が遅れている状況全国的に放置艇対策が遅れている状況

の中，国による法改正の実現には，の中，国による法改正の実現には，の中，国による法改正の実現には，の中，国による法改正の実現には，時間時間時間時間

がかかるがかかるがかかるがかかることが予想される。ことが予想される。ことが予想される。ことが予想される。

○ 「放置艇解消のための基本方針」を推進していき，現存する放置艇の収容が可能

な係留保管施設又は係留保管場所が確保されることが見込まれる時期（令和４年

度末）以降に，県独自の保管場所の届出の義務化及び保管場所の登録制度を先行

実施（新規についてのみ令和３年度前倒し）できるよう県条例（プレジャーボートの

係留保管の適正化に関する条例）の一部改正を検討していく。

国国国国によるによるによるによる法制化法制化法制化法制化がががが達成達成達成達成されるまでのされるまでのされるまでのされるまでの暫定措置暫定措置暫定措置暫定措置



◇ 保管場所確保保管場所確保保管場所確保保管場所確保のののの義務付義務付義務付義務付けけけけ制度制度制度制度に係る今後の展望

展 望

保管場所確保の義務化に関する法制化について

ＨＨＨＨ30 Ｒ元Ｒ元Ｒ元Ｒ元 Ｒ２Ｒ２Ｒ２Ｒ２ Ｒ３Ｒ３Ｒ３Ｒ３ Ｒ４Ｒ４Ｒ４Ｒ４ Ｒ５Ｒ５Ｒ５Ｒ５ Ｒ６以降Ｒ６以降Ｒ６以降Ｒ６以降

広島県での先行実施（案）

広島県が期待する

国 の 制 度

全面義務付け
制度開始

条例改正 ・周知条例改正 ・周知条例改正 ・周知条例改正 ・周知

改 正 準 備 ・ 法 令改 正 準 備 ・ 法 令改 正 準 備 ・ 法 令改 正 準 備 ・ 法 令 改 正 ・ 周 知 手 続改 正 ・ 周 知 手 続改 正 ・ 周 知 手 続改 正 ・ 周 知 手 続

改正準備改正準備改正準備改正準備

制度廃止

Ｒ４年度末までに放置艇解消・保管場所確保の達成

■■■■ 法令改正法令改正法令改正法令改正によるによるによるによる保管場所保管場所保管場所保管場所のののの登登登登録情報録情報録情報録情報についてはについてはについてはについては，，，，県県県県のののの先行実施先行実施先行実施先行実施のののの内容内容内容内容にににに合合合合わせるわせるわせるわせる。。。。■■■■ 国国国国によるによるによるによる制度開始時制度開始時制度開始時制度開始時にはにはにはには，，，，県県県県のののの登録情報登録情報登録情報登録情報をををを小型船舶検査機構小型船舶検査機構小型船舶検査機構小型船舶検査機構へへへへ移行移行移行移行しししし，，，，登録者登録者登録者登録者のののの事務負担事務負担事務負担事務負担をををを軽軽軽軽減減減減するするするする。。。。■■■■ 既存既存既存既存のプレジャーボートにのプレジャーボートにのプレジャーボートにのプレジャーボートに係係係係るるるる登録登録登録登録についてはについてはについてはについては，，，，経過措置経過措置経過措置経過措置をををを設設設設けけけけてよいがてよいがてよいがてよいが，，，，３３３３年年年年（（（（中間検査中間検査中間検査中間検査のののの頻度頻度頻度頻度））））をめどにするをめどにするをめどにするをめどにする。。。。
保管場所確保保管場所確保保管場所確保保管場所確保のののの義務付義務付義務付義務付けけけけ制度制度制度制度でででで

放置艇放置艇放置艇放置艇のののの規制強化規制強化規制強化規制強化をををを推進推進推進推進
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（新規のみ義務付けＲ３～４）


